











　⑸　Let’s go in for the kill.（いよいよ王手をかけるぞ。）
 （Randy Mayem Singer, Lesrie Dixon “Mrs.Doubtfire”）＜自分自身への働きかけ＞
　⑹　Let 's get you to the shore.（海岸にお連れしましょう。）
 （Maureen Crane Wartski “Boys' Life” 2007 （May） ） ＜意志の表明＞
　⑺　Let’s go home.（家に帰ろう。）（Lan, Ly “Singing Grass”）＜勧誘＞


































































































節の中の’Let’s think about it ’に対する、’Yes, let’s ’や ’Sure.’などという応答を期待して発話されて
いるわけではない。一方主節に’Let’s’が現れている（10）（b）では、’Let’s think about it overnight.’
という話し手の働きかけに対して、聞き手は’Sure.’と答えている。そういう意味では、（10）（b）に
比べて（10）（a）は働きかけから叙述への傾きがみられる。
（10）（a）　 I argue that it is exactly the time for this amendment because let's think about it.（ 
“Congressional Record” US Congress - 2006）
　　　　　（私は今こそ改正すべき時だと主張します。そのことを私達は考えるべきだからです。）
　　　（b） " Look, let 's think about it overnight. Maybe we'll come up with something. " " Sure, I 
gotta split now, anyway, " David said.
　　　　　（ 「それについては夜通し考えることにしよう。多分何か思いつくだろう。」「いいとも、どっ
ちにしても今はもう行かなくちゃ。」）
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日本語については、「現代書き言葉均衡コーパス少納言」、英語については COCA（Corpus of 
























述べられている。中でも ‘Let’s face it’、 ‘Let’s say’, ‘Let’s be honest’のような表現を評言型語用論的形
成 要 素（pragmatic formatives of the commentary type） と し、 そ の 他 ‘Let’s not get touchy 
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　英語という言語においては、形態的、語彙的に‘inclusive we’（包括形） と ‘exclusive we’（排除形）
を区別しない。そこからさまざまに曖昧な表現が生じ、またそこにさまざまな機能が生じる余地があ
ると思われる。
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（10 （a）（再掲） I argue that it is exactly the time for this amendment because let's think about 








（５例）,talk（３例）, be（３例）, assume（２例）, listen（２例）, watch, understand, take, see, 
remember, look, go, come, bringがそれぞれ１例となっている。54例のうち、ほとんどがニュース
ショーのような番組内での口語の用例であり、わずか11例が新聞、雑誌、小説からのものである。書
かれたもの11例はすべて‘Because let’s face it’ であった。
　‘because’ で 導 か れ る 従 属 節 の 中 に 現 れ る “Let’s face it” は “we should accept the truth”
（CAMBRIDGE INTERNATIONAL DICTIONARY of ENGLISH（1995）、あるいは“used for saying 
that someone must admit that a situation exists”（MACMILLAN English Dictionary （2007））と英
語で説明されている、かなり慣用句化した言い回しである。

















（19）" Come on, people, let 's be serious for a minute, " Leigh said.
　　　（Weisberger, Lauren/ ‘Chasing Harry Winston’/2008）（さあ、みなさん。しばらく真面目に。）
（20）First, he said he was a historian, now he's a strategic adviser. I mean, let 's be serious. 
　　　（ NBC_MeetPress /2012 （120122））（最初彼は、自分は歴史家だと言った。今では彼は戦略ア
ドヴァイザーだ。真面目にやってほしいよ。）
　（19）の ‘let 's be serious’は聞き手に対しての「婉曲な命令」として解釈され得る。しかし、（20）
では、この場にはいない３人称である「彼」がころころと名乗り方を変えていることに対して、話し









（21） Mr-FAHRENKOPF: The first grant's $ 140,000. （最初の寄贈金は14万ドル。）
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こでは‘Let’s face it’ は、主節に添えられたコメントとして機能しており、聞き手に対する働きかけ
のニュアンスも感じ取られるものの、‘Let’s face it.’に対する応答を求めているわけではない。
（25） But I think women are the ones who are going to be less-accepting of the idea of casual 
dressing. Because let 's face it, women like to dress -- dress-up.（NPR_Morning/ 2000 
（20001026））（でも女性はカジュアルな服装というのにはあまり乗り気ではないでしょう。認
めるべきですが、女性というのは着飾るのが好きですから。）






（26） GIFFORD: Well, why are you bringing it up, Miss Journalism? 
　　　　　　　　（さて、ジャーナリズム嬢、どうしてその話題を持ち出したのですか？）
　　　KOTB:  Because let 's listen to what William Shatner had to say about not being invited to 
the wedding. （NBC_Today /2008 （081023））
　　　 （ウィリアム・シャトナーの、結婚式に招待されなかったことについての釈明を、あなた方に
聞いてほしいからです。）

















（22） It is no good thinking you can just soak the rich, because let's not forget that the bulk of our 
taxes are not paid by the 60,000 very highly paid people in this country — 
　　　 （富裕層から巻き上げれると考えても無駄だ。税金の大半がこの国の高給取り６万人で未払い
だということを忘れてはいけない。）






（23） One of the reasons I'm optimistic about the future of this country is because we have rule of 
law. Let 's face it . One of the great things that this country has that very few other 
countries have.（ Fox_Live /2011 （111215））（私がこの国の将来に楽観的な理由の一つは、法
律による統治があるからだ。そのことを認めよう。）
　（23）ではなかば慣用的な表現‘Let’s face it .’が独立した節として現れている。
（24） Let 's face it, skinny jeans do not look good on everybody, right?（ The Early Show ７:00 
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‘Let’s’ を使うことで、「権威的な発話行為をカムフラージュする」“camouflage an authoritative 
speech act”（Biber et al.（1999））という機能がある。親しい者同士であれば、気の置けない「親密さ」
を表すことができるという一面もあると考えられる。‘we should～’と意味的に置き換え可能な文脈で
‘Let’s～’を使うひとつの理由はここに求められるだろう。
　Huddleston & Pullum （2002）やHopper and Traugott （2003）で指摘されているように、‘Let’s’は‘Let 
us’の縮約形であるが、‘Let’s us’や‘Let’s you and I’などの形式で生じるときにはその意識が薄れ、‘Let’s’
が単に「勧誘」マーカーとして機能していると考えられる。しかし‘Let’s get you～.’や‘Let’s get me～.’
など、動作主体が話し手、あるいは聞き手のみであると解釈される文における ‘Let’s’は、話し手と聞
き手を動作主体とする行為を働きかける「勧誘」マーカーとしての機能は果たしていない。
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